
  

クオリティインディケーター（QI）成果報告 

〔産婦人科（周産期部門）〕 

指標名 

帝王切開時のインシデント・合併症レベル 2以上を減少させる 

目標・ゴール 

帝王切開時のインシデント・合併症レベル 2以上を前年度比

30%減少させることで医療の質向上を図る 

目標・ゴール達成による効果 

母児の安全を担保することで医療の質の向上する 

目標・ゴールに対する成果の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 12 月〜2020 年 11 月 ：6件（6件/年） 

2020 年 12 月〜2023 年 9月  ：3件（1件/年） 

レベル２以上のインシデント・合併症の発生件数 
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目標・ゴール達成度 

□S ：大幅に目標を上回って 

□A＋：目標を多少上回って達成 

☑A：目標を達成 

□B＋：目標を少し下回った 

□B ：目標を下回った 

□C ：目標を大幅に下回った 

□－ ：外的要因により継続困難となった。 

目標・ゴール課題・改善策 

   引き続き、産婦人科スタッフへ、帝王切開中のインシデント・合併

症発生についての注意喚起を毎月行う。 

 帝王切開だけでなく、急速遂娩（鉗子・吸引分娩）を含む分

娩時の合併症減少にも取り組む。 

 

 

 



  

クオリティインディケーター（QI）成果報告 

〔産婦人科（婦人科）〕 

指標名 

ロボット手術件数、新規悪性腫瘍治療数 

目標・ゴール 

 現状件数の維持ないし増加 

目標・ゴール達成による効果 

 技術の習得、若手医師のリクルート、病院収入の増収 

目標・ゴールに対する成果の状況 

2022 年 ロボット手術件数 91 件、 新規悪性腫瘍治療数 105 例 

2021 年 ロボット手術件数 71 件、 新規悪性腫瘍治療数 104 例 
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2018年11月〜

縦2件

2019年6月〜

ロボット手術1例目

2016年12月

昭和⼤学 婦⼈科ロボット⼿術数の推移

初期体がん・良性ロボット 保険収載

2018年4月〜

頸がん (12例)

体がん (88例)

良性 (106例)

体がんPAN郭清 (5例)

1⽉- 5⽉- 9⽉-

2020年

骨盤臓器脱ロボット (RSC) 保険収載

2020年4月〜

⾻盤臓器脱 (84例)

Xi 導入

2021年3月〜

婦人科ロボット 計 290例
骨盤臓器脱 保険診療施設

2020年4月〜

1⽉- 5⽉- 9⽉-

先進医療施設

2021年

1⽉- 5⽉- 9⽉-

2022年

2018年9月〜

初期体がん・良性ロボット
保険診療施設

年間91例
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目標・ゴール達成度 

※該当項目に☑をつけてください 

□S ：大幅に目標を上回った 

■A＋：目標を多少上回って達成 

□A ：目標を達成 

□B＋：目標を少し下回った 

□B ：目標を下回った 

□C ：目標を大幅に下回った 

□－ ：外的要因により継続困難となった。 

目標・ゴールの課題・改善策 

ロボット手術は都内大学病院ではトップクラスとなったが (参考資料)、残念ながら 2023 年 4 月より

当科のロボット手術枠が当院委員会での手術枠調整で削減されたため、2023 年は目標を年間 50

件に下方修正している。各診療科が制限なくロボット手術を実施できるように 2台目の購入を検討

していただきたいが、当科としてはロボット手術は年間 50 件を維持したいと考えている。 
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2020-2022 年はコロナ禍の影響が大きく、婦人科腫瘍学会の調べでは新規婦人科癌患者数が全

国平均で約 7%減少したことが報告されている。そのなかで、当科は症例数を減らすことなく、よく健

闘したと考えている。新規婦人科癌患者数では、2023 年も現状維持もしくは増加を目指したい。 
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(参考資料) 2021 年データ 読売新聞より 

 


